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2 事業の背景と現状 

2.1 ルソン中北部における道路セクターの現状と問題点 

リージョン II とリージョン III では、タルラック～サンホセ間を除き鉄道が未整備であること

から、リージョン間の輸送手段の多くを道路交通が担っている。リージョン II 及びリージョン III
の道路網及び改良計画をそれぞれ図 2.1-1、図 2.1-2 に示す。 

 

出典: DPWH に JICA 調査団加筆 

図 2.1-1 リージョン II における道路網と改良計画 
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出典: DPWH に JICA 調査団加筆 

図 2.1-2 リージョン III における道路網と改良計画 

 
リージョン II 及びリージョン III における国道の全長と登録自動車台数をそれぞれ表 2.1-1 及

び表 2.1-2 に示す。 

表 2.1-1 リージョン II、リージョン III の国道整備状況（km） 

 

出典: Regional Development Plan 2017-2022 (Cagayan Valley), Regional Development Plan 

2017-2022 (Central Luzon) 

  

国道 1,910.47 100.00% 2,344.70 100.00%

舗装 1,760.74 92.16% 2,262.86 96.51%

コンクリート 1,293.02 1,109.21

アスファルト 467.72 1,153.65

舗装なし (砂利, 土等) 149.73 7.84% 81.84 3.49%

リージョンⅡ リージョンⅢ
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表 2.1-2 2015 年、2016 年におけるリージョン内の登録自動車台数（台） 

 
出典: Regional Development Plan 2017-2022 (Central Luzon) 

 リージョン II 

“Regional Development Plan 2017-2022, Region II”では、以下の問題点が指摘されている。 

 人口、GDP の増加に伴い交通量は増加傾向で現在の渋滞の主要因となっており、適切な対

策が必要である。近年は増加する交通量に対応するため主要道路の拡幅に重点が置かれて

きたために、現道の改良は優先度が下げられている。拡幅事業により交通混雑の緩和を意

図しているものの、パン・フィリピン・ハイウェイを含む主要国道の拡幅は未了である。 

 リージョン II のラフネス指数（International Roughness Index: 以下、「IRI」という。）に

ついて、道路網の平均値が 4.88 と国の平均値である 4.62 よりも低い道路状況であること

を示している。 

 農業は毎年自然災害により甚大な損害を被っており、また大部分の道路は洪水により被災

するリスクを伴う低地に集中している。リージョンの自然環境としては、洪水、地滑りや

台風による強風等が特徴として挙げられる。リージョン II では大規模な森林伐採、カガヤ

ン川河床の沈泥化が洪水被害を更に悪化させている。 

 地質学的立地、及び北東ルソン断層、ディグディグ断層に近接している点、そして台風や

洪水に脆弱な点から、リージョンは現在も隣接するリージョンへのアクセスに課題を持っ

ている。リージョン内の陸上輸送における起点と終点であるヌエバ・ビスカヤのサンタフ

ェとカガヤンのサンタプラクセデスは降雨に起因する地滑りの危険性が高い地域となっ

ている。最もその危険性が高いのは、リージョン間を行き来する車両の 95%が通過するサ

ンタフェと近接するヌエバ・エシハにあるカラングランである。 

 リージョン III 

“Regional Development Plan 2017-2022, Region III” では、以下のように評価されている。 

 リージョン III（中部ルソン地域）の幹線道路交通網は、（図 2.1-2 の凡例は桃色：完成、水

色：進行中、黄色：計画）と段階的に改善されてきている。国道と橋梁の改修工事に加え

て、リージョン III のアクセス改善のため、以下に整備状況を示すとおりフィリピン政府は

高規格道路整備事業に注力している。高規格道路の更なる発展は、道路交通網のサービス

向上に寄与すると考えられる。 

 タルラック-パンガシナン-ラ・ウニオン高速道路（Tarlac-Pangasinan-La Union 
Exprewssway: TPLEX、約 89km）は 2010 年に着工し、タルラック-ジェロナ間が 2013
年 11 月に開通した。 

 中部ルソン接続高速道路（Central Luzon Link Expressway: CLLEX、約 66km）のタ

ルラック側の第一期（約 31km）は 2020 年完成予定であり、サンホセ側の第二期（約

36km）について詳細設計が実施されている。 

 リージョン III はリージョン内の国道の平均 IRI が国全体で 2 番目に良い地域ではあるが、

国道の平均 IRI は 3.92 と、良好な状態とされる 3.0 以下の水準に達していない。 

2015 2016 %INC (DEC)

CAR 60,965 73,179 20.0

I 275,014 298,206 8.4

II 240,489 234,737 -2.4

III 581,886 599,311 3.0

IV-A 620,511 652,342 5.1

NCR 1,288,730 1,342,021 4.1

フィリピン 4,797,839 5,037,586 5.0

リージョン
登録自動車数
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2.2 事業範囲における経済・社会状況 

DPWH が作成した「Project Preparation Division, Planning Service, Rapid assessment of the 
Proposed Projects in Region II(Cagayan Valley Region) (2017 年 5 月)」及び「Project Preparation 
Division, Planning Service, Rapid assessment of the Proposed Projects in Region III(Central Luzon 
Region) (2017 年 5 月)」において、リージョン II とリージョン III の概要は以下のとおり記載され

ている。 

 リージョン II 

リージョン II（カガヤンバレー地域）は、ルソン島北東部に位置する行政区画である。リージ

ョン II は、5 つの州（バタネス、カガヤン、イザベラ、キリノ、ヌエバ・ビスカヤ）、4 つの市（ト

ゥゲガラオ、サンタギオ、カウアヤン、イラガン）、そして 89 の自治体から構成されている。 

リージョン II は北部においてシナ海と、北東部において太平洋と面しており、リージョン III
（中部ルソン地域）の北側、リージョン CAR（コーディレラ行政自治区）の東側に位置している。

カラバロ山脈は、ヌエバ・ビスカヤの南部境界までその範囲が及んでいる。リージョンの大部分

は、カガヤン川が流れているコーディレラ山とシエラマドレ山の間の範囲に位置している。フィ

リピン国内において最長で最大河川幅を誇る河川として知られるリオグランデ・デ・カガヤンが

州の中心を横断している。リージョンは、タイプ III（フィリピンには 4 つの気候区分が存在）の

気候に分類されており、季節の違いは明確ではないが、12 月から 5 月にかけて乾期、その他の時

期は雨期とされている。 

フィリピン国内で 4 番目に大きなリージョンであり、2,826,520ha の土地を有し、その内の

19％が農地として活用されている。リージョン II の 2016 年におけるトウモロコシと米の生産量

は他の州と比較し、それぞれ 1 位と 2 位であり、米の生産量はリージョン全体の農業生産におい

て 38.95%を、トウモロコシの生産量は 21.68%を構成している。その他の主要な農業産物は、サ

トウキビ、バナナ、鶏肉や家畜が挙げられる。カガヤン地域の雇用の 50.9%は農業に関連したも

のである。 

2015 年の国勢調査（POPCEN）によると、リージョン II の総人口は 3,451,410 人であり、2015
年時点におけるフィリピン総人口の 3.4%を占めている。2010 年から 2015 年における人口増加

率は年平均で 1.27%であり、2000 年から 2010 年の年平均増加率（1.39%）と比較して減少して

いることが分かる。2016 年におけるリージョンでの貧困率は 12.33%であり、2015 年の国平均

である 21.6％を下回った。リージョンに住む人々はリージョンの境界を越えて、イロカノ語、フ

ィリピノ語、イバナグ語、ユタウェス語、イラーヤ語、イヴァタン語そしてガバング語様々な方

言を使用している。 

 リージョン III 

リージョン III（中部ルソン地域）はルソン島の中心に位置し、リージョン I（イロコス地域）と

リージョン II（カガヤンバレー地域）北部と境界を隔てている。リージョン III の東側には太平洋、

南側にはリージョン IV－A（カラバルソン）、西側には南シナ海が存在している。リージョン III は
7 つの州（アウロラ、バターン、ブラカン、ヌエバ・エシハ、パンパンガ、タルラック、ザンバレ

ス）で構成されており、アンヘレスとオロンガポという 2 つの都市化された市、その他 12 の市

と 116 の自治体で構成されている。 

2015 年の国勢調査（POPCEN）によると、リージョンの総人口は 11,218,177 人で 2015 年の

フィリピンの総人口の 11.1％を占めている。2010 年から 2015 年までの人口増加率は年平均で

1.95％であり、2000 年から 2010 年の間の平均（2.14％）と比較して増加率は低下している。リ

ージョンの貧困率は、2015 年時点において 8.9％であり、国平均の 21.6％よりも低い。 

リージョンは 2,190,619ha の土地を有しており、2016 年において他州と比較し、トウモロコ

シ、鶏肉、豚、そしてティラピアの生産量が 1 位となっている。鶏肉生産はリージョン内の農業
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の 31.1％と大きなシェアを持ち、続いて作物が 30.3％、家畜が 23.2％を占めている。リージョ

ンにおける雇用のうち 15％が農業へ従事しており、残りは非農業雇用となっている。 

 

2.3 道路セクターにおける上位計画、関連計画との整合性 

NEDA により国家開発計画として策定されたフィリピン中期開発計画（Philippine Development 
Plan 2017-2022）では、インフラ整備の増進が重要課題とされている。また、持続可能な発展を

促すため、インフラ戦略プログラムとプロジェクトの実施のため、以下の輸送戦略が計画内に示

されている。 

 住民及び生産品にとって適切で、通行可能な、信頼できる、そして安全な交通を提供する

ことで、輸送セクターの効率性を高める。 

 交通工学的対策・取締り・教育を通じて、また、道路網の改良により陸上輸送を向上させ、

交通渋滞を緩和させる。 

ダルトンパス東代替道路建設事業は、リージョン II とリージョン III の連結性強化という観点

より、上記の戦略と合致している。7 章に記載した本調査の交通調査の結果からダルトンパス現

道はアリタオーサンホセ間の外々交通を広域ネットワークとして担っている様子が分かる。 

また、JICA は 2019 年 2 月から DPWH をカウンターパート機関とした高規格道路網開発マス

タープラン（フェーズ 2）を実施しており、高規格道路網、道路規格の定義付け、短・中・長期

の整備計画の策定、優先プロジェクトの事業実施可能性調査を行っている。図 2.3-1 に示すとお

り、同調査ではルソン島を周回する高規格道路網を提案している。 
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出典：高規格道路網開発マスタープランプロジェクト（フェーズ 2）プログレス・レポート 

図 2.3-1 高規格道路網開発マスタープランにおけるルソン島高規格道路網 

2.4 ルソン島中北部における開発計画、土地利用計画及び道路開発計画 

フィリピン中期開発計画(Philippine Development Plan 2017-2022)に従い、NEDA のリージョ

ン II 事務所及びリージョン III 事務所は、リージョン II（カガヤンバレー地域）及びリージョン III
（中部ルソン地域）のそれぞれについて地域開発計画を策定した（Cagayan Valley Regional 
Development Plan 2017-2022, Central Luzon Regional Development Plan 2017-2022）。 

同地域開発計画において、東代替道路は以下の問題の解決策として位置づけられている。 

 PPH 最大のボトルネック区間の交通容量増強 

 災害に対して強靭な道路への改良による経済損失の回避 

 良好な路面状態の提供 
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2.5 物流、観光等産業の現状 

フィリピン政府貿易産業省は、リージョン II とリージョン III の現在の産業状況について、以下

の通り報告している（同省ウェブサイト Profile of Region II、Profile of Region III）。 

[リージョン II] 

リージョン II（カガヤンバレー地域）は、ルソン本島の北東部の戦略的に重要な位置にある。

東アジア諸国に近接した地域であるため、貿易や投資の入り口となっているだけでなく、その他

の成長回廊と実質的に接続しているという利点を有している。 

また、豊かな耕作地帯、森林、牧草地、鉱物、海洋資源から成る天然資源に富み、高い開発ポ

テンシャルを持っており、更に 4 番目に大きなリージョンであり、国土の 9%を占める。 

さらに、「神とともに平和で整ったコミュニティの中で、競争力のある農産業経済、近代的なイ

ンフラ、迅速な対応を取る基本サービス、洗練されたエコシステムを持ち、権限と生産性の高い

市民が生活する世界レベルのリージョン」という地域ビジョン（2001-2025）を有する。 

[リージョン III] 

フィリピンとアジア太平洋の産業中核地域、つまり国際的な貿易の中心地、且つ活気に満ち、

競争力のある農業セクターのショーケースとなることを目指しており、リージョン III（中部ルソ

ン地域）への投資や観光には合理性がある。 

フィリピンの国家経済に大きな影響を与えながら発展途上であるリージョン III は、工業団地、

効果的な経済水域、電力、通信機器、港湾設備、道路網の中心地であり、スービック、クラーク

とその他 7 つの州に経済と観光事業にシナジー効果を与えている。また、その立地を活かしてル

ソン島北部からマニラへの人、モノ、サービスの移動を提供している。 

アジア・環太平洋地域における戦略的な立地条件を有するリージョン III には、アメリカ合衆国

政府の国外最大の海軍及び空軍設備基地が建設された。スービック海軍基地とクラーク空軍設備

は 1991 年にフィリピン政府に引き渡され、現在は 2 つの国家特別経済区域となっている。 

リージョン III は国際線発着の空港、港湾、産業・農業地域、観光・レジャー地域、サポートサ

ービス、主要な幹線道路を保有しているという利点を兼ね備えている。これら一つ一つが相互に

補完しあうことによって、リージョン III は投資対象地としてその強さを増進させている。 

2.6 要請の背景、事業の必要性と内容 

DPWH は、以下を考慮して日本政府に本事業への協力を要請した。 

 リージョン II（カガヤンバレー地域）及びリージョン CAR（コーディレラ行政地域）東部

に対して安全で継続的なライフライン、経済活動を確保すること。 

 閉鎖的で、且つ物理的制約が存在するダルトンパス現道の自然災害とリスクを軽減すると

ともに、台風や地震に起因する道路閉鎖に係る長距離迂回を防ぐこと。 

2.7 道路セクターにおける実施中及び計画中の国際協力事業 

DPWH 提供の資料によると、リージョン II 及びリージョン III において、表 2.7-1 に示す通り

進行中の ODA 案件が 4 件存在する。また、7 件の ODA 案件が現在計画されており、それらを表 
2.7-2 に示す。 
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表 2.7-1 リージョン II 及びリージョン III における ODA 案件（実施中） 

出典: DPWH 

注:   上表は 2019 年に受領した資料に基づく。2022 年時点で Road Upgrading and Preservation Project、

RIIDP は完了済。Plaridel Bypass、CLLEX は継続中。 

表 2.7-2 リージョン II 及びリージョン III における ODA 案件（計画段階） 

出典: DPWH 

注:  上表は 2019 年に受領した資料に基づく。2022 年時点で NELEX IPIF は完了済（事業未実施）。 

プロジェクト名 出資者 事業費 事業期間

Road Upgrading and Preservation Project JICA PHP 34.15 bil 2013-2020

Arterial Road Bypass Project (ARBP), Phase III,

Plaridel Bypass
JICA PHP 5.01 bil 2018-2021

Central Luzon Link Expressway (CLLEX) Project,

Phase I
JICA PHP 14.94 bil 2016-2021

Road Improvement and Institutional Development

Project (RIIDP)
ADB PHP  6.96 bil 2012-2019

プロジェクト名 出資者 事業費 事業期間

North Eastern Luzon Expressway (NELEX) Project,

IPIF
ADB TA PHP 103.00 bil 2020-2030

Laguna Lakeshore Road Network Project, IPIF ADB TA PHP 150.00 bil 2020-2025

Dalton Pass East Alignment Road Project JICA PHP 4.80 bil 2021-2024

Pampanga Delta Flood Control Project, Phase II JICA PHP 8.80 bil 2019-2023

Bridge Construction Acceleration Project for Socio-

Economic Development
オーストリア PHP 11.37 bil 2019-2023

Iconic Bridge Project for Socio-Economic

Development, Phase I
UK PHP 5.96 bil 2019-2022

Sustainable Restoration/Rehabilitation of

Waterways in Selected River Basins Nationwide

under the Finnish Public Sector Investment Facility

フィンランド PHP 1.27 bil 2019-2023
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